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高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に係る取組 

鳥取県米子市の事例 

 

（令和４年６月２０日中国四国厚生局地域包括ケア推進課聞き取り） 
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１．地域特性 
 

米子市の概要 

（令和４年４月１８日時点） 

 

 

米子市は、鳥取県の西部、山陰のほぼ中央に位置し、南東に中国地方最高峰

の大山、北に日本海、西にコハクチョウ渡来南限地でラムサール条約登録の中

海を有する、豊かな自然環境に恵まれた街。 

市の大半は平坦な地形で、その一帯には、大山や中国山地に源を発する日野

川のほか、法勝寺川、佐陀川、宇田川などが流れ、日本海へと注いでいる。 

道路、鉄道、空港などの利便性も高く、古くから地域の交通結節点・宿泊拠

点、人の行き来が盛んな「山陰の商都」として栄えてきた。 

豊かな自然環境を活かした、海水浴、登山、サイクリング、スキーなどが楽

しめる環境が整っているのも大きな特色。 

 

米子市における現状 

医療体制について 

米子市には、鳥取大学医学部附属病院、山陰労災病院、米子医療センター、

博愛病院など、大規模な病院が複数存在しており、これらの病院は米子市民以

外も利用しており、鳥取県西部圏域に医療を供給する中心的なエリアとなって

いる。 

医療施設数・医療人材数においては、人口 10 万人あたりの全国平均を上回

る規模を有し、加えて大規模な病院と地域の開業医が連携するなど、質の高い

医療サービスが提供されている。 

 人口 147,205（人） 

 高齢化率 27.6（％） 

 日常生活圏域数 11 

 後期高齢者被保険者数 22,656（人） 

 後期高齢者１人あたり
医療費 

72,230（円/年） 

 後期高齢者検診受診率
（令和３年度実績） 

25.5（％） 
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米子市の現状について（健康課題・高齢化率等） 

健診結果より、高血圧症・糖尿病は全国並みか少ないが、脂質異常症・心疾

患・脳疾患・精神疾患は全国平均より多い結果（県平均並み）となっている。 

65 歳以上を対象におこなったアンケートの回答者 8165 人の 4 割が、「フレ

イル疑い」「その一歩手前」であることが分かっている。 

また、高齢者の質問票より、運動習慣を持っている者が少ない傾向にあり、

運動習慣のないことが、生活習慣病のリスクを高めている可能性がある。 

米子市の高齢化率は 27.6％で、全国平均より高い水準で、県下では低い水

準を推移している。 

2025 年以降の高齢化率の増加は緩やかになり、2030 年には全国平均を下回

ると推計されているが、高齢者だけでみると、前期高齢者より、後期高齢者の

割合は増加し、2030 年には 63％になると見込まれているため、認定率や介護

サービスの受給率も増加することが予想されている。 
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２．一体的実施の取り組み経緯 
 

一体的実施前からの取り組み事業・背景 

本事業の前身となる事業の取組（永江地区でのモデル事業）について 

米子市の一体的実施事業の開始前から取り組んでいた事業として、令和元年

度に実施したモデル地区でのフレイル対策事業がある。 

市がモデル地区を選定し、フレイル予防事業を実施し、そこで得られた成果

やノウハウ等を市内全域に展開し、一体的実施事業を進めている。 

（１）背景、理由等 

高齢者がいつまでも自立した生活を送ることができることを目的としたフ

レイル予防に関する取組を、永江（ながえ）地区※をモデル地区として、令和

元年度から実施。 

※永江地区：米子市の中心地から車で約 15分程度の距離にある新興住宅地。集合住宅

と戸建てが混在しており、高台で坂道が多い。高齢化率は 4 割を超える。 

永江地区をモデルとした理由としては、 

・新興住宅地に同世代が家を建て、年月が経過したため、高齢化率が高い。 

・地域がコンパクトである為、取組を進めやすい。 

といったものがあった。 

（２）モデル事業の流れ 

① フレイル予防の啓発等のチラシを全戸配布（図１） 

フレイル予防の啓発、米子市のフレイル対策事業の紹介チラシを全戸に配布。 

（対象：要介護認定者を除く 64歳以上、981人） 

② 基本チェックリストを用いてフレイル度チェック（タブレットを使用） 

民間業者（コロンブス）協力のもと、タブレットを使用しタッチパネル方

式で入力。１人 15分で入力が可能。 

フレイル度のチェック受検者は対象者の半数を超える 531人。 

③ 評価シートで結果をフィードバック（図２） 

点数に応じて、「健康」「プレフレイル」「フレイル」で判定。 

チェックの結果、４割強が「プレフレイル」「フレイル」に該当。 

評価シートを見せながら、「あなたはこの機能が落ちてきているが、各事

業等を利用したら、改善することができますよ」といった声掛け等を実施。 
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④ 対象者はフレイル対策教室「フレッシュアップ！永江スクール」へ 

判定の結果、「プレフレイル」「フレイル」に該当した方を対象に、公民館

で実施するフレイル対策教室に参加してもらう。実施期間は３ヶ月。教室の

内容は、運動、口腔機能、栄養、脳活性化等。 

１期２期（２期はコロナで中断）合わせて合計 41 人が参加、うち卒業し

たのは 17人。 

多機関多職種のメンバーが教室の協力スタッフを務めた。 

＜参考：教室協力スタッフの所属先＞ 

米子市健康対策課・長寿社会課、自治会組織、なんぶ幸朋苑、尚徳地域包

括支援センター、鳥取大学病院、西部歯科保健センター、ボランティア、コ

ロンブス（民間企業） 

 

（図１）フレイル予防の啓発・米子市の事業の紹介チラシ 

   

 

（図２）フレイル度チェック後に作成される、評価シート 
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（３）事業の成果、気づき等 

・コロンブス社のタッチパネルを活用したフレイル度チェック及びデータ

分析について、フレイル状態が可視化されるため住民に説明し易い、個人

のデータの経過を見ることができるといったメリットがあった。 

・３ヶ月実施した成果として、教室の卒業生 17人のうち、10人がフレイル

からプレフレイル、プレフレイルから健康状態になる等、大幅に改善が見

られた。また、鳥取大学医学部付属病院の分析でも、腰の痛み、片脚立ち

時間、口腔機能、心の健康面が有意に改善しているとの結果が出た。 

・回を重ねるごとに自然と参加者同士の仲間意識が育まれていき、教室を休

む人がいるとお互いに心配し合う、声をかけ合うといった関係性もできて

いった。 

・参加者のアンケートでも、「家でも自然と体操ができるようになった」「毎

週来るのが楽しみだった。仲間ができた」といった前向きな感想が得られ

た。 

 

一体的実施に取り組んだ経緯 

米子市の重点課題の１つに「健康寿命の延伸」があり、健康寿命を延ばし、

住民が住み慣れたまちで幸せにいきいきと暮らせる地域作りを進めていくた

め、保健師の地区担当制を導入した。 

令和２年度に保健師を５名採用し、市内の 11圏域全てに地区担当保健師を

配置。一体的実施事業が開始することと合わせて、地区の担当保健師が地域に

出向き、住民の身近な場でフレイル対策に取り組み、高齢者の個々の健康課題

に早期に気づき、対応できる体制ができた。 

 

 

※米子市保健師の地区担当制について（人員確保のための取組） 

米子市では、保健師を地区担当制にするにあたり、それまで保健師がもともと

持っていた用務や事務を整理し、事務職が一部を受け持ったり、会計年度任用

職員を雇い、そちらに事務を振り分けるといった整理・工夫を行い、地域に出

る保健師 11人分の時間を確保した。 
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３．一体的実施の推進体制 
 

庁内の体制 

米子市における庁内の実施体制は以下のとおりである。 

連携状況 

主担当課 健康対策課 

企画・調整を担当する職員

の配置課（保健師） 

健康対策課 

連携している課 長寿社会課 保険課 福祉政策課 交通政策課 

その他連携している機関 鳥取大学医学部付属病院 地域包括支援センター 

事業実施体制 

役割 従事者 

企画調整 ・庁内外の関係機関との連携、情報共有 

・KDB等による健康課題の明確化、事業

対象者抽出 

保健師１名 

管理栄養士１名 

高齢者支援

（地域活動） 

日常生活圏域ごとに地域保健活動を実施

（１１中学校区） 

・ポピュレーションアプローチ 

・ハイリスクアプローチ 

地区担当保健師 11人を中心

に、専門職（管理栄養士、

OT、PT）及び地域包括支援

センターが従事 

 

事業開始前までは、長寿社会課においてフレイルや高齢者福祉を担っており、

一般介護予防事業も同課が実施していたが、令和元年度より健康対策課でフレ

イル対策モデル事業を開始したことに伴い、予防事業は健康対策課で担当する

こととなった。 

事業実施にあたって課内、庁内の関係課と連携しており、月に２回の一体的

実施チームの会議や、月に１回の業務連絡会（専門職会）、地域支援会議（部

局横断会議）といった定期的な会議に加えて、随時事業検討及び情報共有を行

っている。 
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鳥取大学医学部付属病院との関わり 

令和２年度より、鳥取大学医学部付属病院と連携して、入院患者を対象とし

たフレイル度チェックを実施している。 

連携を始めたきっかけとしては、入院患者のフレイルに対して、具体的な指

導をしたり、退院後に地域へ繋ぐといったアプローチが必要であるという問題

意識が元々あったところ、米子市がフレイルに関する啓発等を積極的に広報し

ているのを見て、同じ目的であれば、市と病院が同じ方向を向いて進んでいっ

た方がよいと考え、病院側から声をかけて連携することとなった。 

連携が決まり、病院の患者のデータ分析を行ったところ 

・入院患者は 60代～80代が多い。 

・手術患者も高齢者が増えてきており、手術後の安静に備えるため、運動・

フレイル予防が必要。 

・退院後に、地域と繋がれない患者が多い 

といったことが見えて来たので、本事業のハイリスクアプローチにおいて、

鳥取大学医学部付属病院の入院患者へフレイル度チェックを行う取組を実施

するようになった。（取組の詳細は後述） 
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４．事業実施状況 
 

 
ハイリスクアプローチ 

ハイリスクアプローチ（高齢者への個別的支援）として、下表の事業を展開

している。 

（図３）ハイリスクアプローチの内容 

取組区分 概要（対象者） 

低栄養予防 健診結果で、BMI20以下かつ昨年度の健診時よりも体重が 2キロ以上

減少した者(75歳以上 85歳未満） 

重症化予防 健診結果で、要治療であったが未治療者。また、昨年度同アプローチ

をした者の中で再度アプローチが必要と思われる者 

健康状態不明者 前年度対象者、再度状況を確認する必要がある者（認知能力に心配が

ある者、自覚他覚症状あるが医療受診の無い者、所在不明者等） 

鳥大医療連携 

フレイル予防 

鳥大医学部附属病院が入院する者に実施するフレイル度チェック

（基本チェックリスト）で、プレフレイル又はフレイルに該当した者 

免許返納者 

 フレイル予防 

庁内交通政策課が車免許返納者等、高齢者を対象とするバス定期券

割引サービス利用者に基本チェックリストを実施しており、フレイル

に該当した者 

ワクチン会場 

うつ傾向者 

コロナワクチン接種会場で実施するフレイル度チェックの結果、フレイル該当

者のうち心の健康リスクが高い者（5問中5問該当）R3年度のみ 

特徴的な取り組み・エピソード等（ハイリスクアプローチ） 

● 鳥取大学医学部付属病院との連携によるフレイル度チェック 

米子市と鳥取大学医学部付属病院の連携により、入院患者に対して、基本チェ

ックリストを用いたフレイルチェックを実施し、プレフレイルおよびフレイルに

該当した者のうち希望者または連携の必要のある者について、市に連絡をする。 

それを受け、地区担当の保健師が対象者にアプローチし、身体フレイルの予防、

口腔、栄養等についての指導を行う。 

また、患者を退院後に地域へ繋ぐ際に、米子市が作成した事業紹介パンフレッ

トを用いて、病院から地域の資源や取組み内容等を紹介している。 

連携を始めたことのメリットとして、入院患者にフレイルの指導等ができるよ

うになり、フレイルの認知度や運動をすることの必要性が向上したこと、これま

で病院だけでは繋がることができなかった繋がりを作ることができたこと等が

挙げられる。 
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● 交通政策課との連携によるフレイル度チェック 

免許返納者等（米子市独自の定期券「グランド７０※」の購入者）に対して基

本チェックリストを手渡しし、フレイル該当者のうち、必要によって介護予防に

関する情報提供をしたり、地域包括支援センターに繋ぐといったアプローチを行

う。 

※グランド７０：米子市の７０歳以上を対象としたバス事業者が販売するバス定期券。 

同市の交通政策課が費用の半分を助成している。 

交通政策課ではグランド７０を使用してもらうことで、公共交通機関の利用促

進、高齢者の外出意欲の向上等を期待していたが、それらに加えて、健康に対す

る意識やフレイル予防への関心も持っていただきたいということで、健康対策課

と連携して、フレイルチェックを実施するようになった。 

 

ポピュレーションアプローチ 

ポピュレーションアプローチとして、通いの場等において、下表の事業を展

開している。 

（図４）ポピュレーションアプローチの内容 

取組区分 概要 

健康相談 

健康教育 

各地区組織会、公民館講座及びサロンに出向きフレイルの説明、健診

のすすめ、その他健康教育を行った。フレイル対策の拠点を市内に 2カ

所設けたこともあり、自治会を巻き込んでまちぐるみでフレイルの啓発

をした地区もある。また、令和 2 年度から開催している「保健師の出張

なんでも健康相談」を各公民館で月 1 回実施し、健康教育及び健康相談

を実施した。健康教育及び健康相談の機会には、できるだけ運動実践す

る機会を設けるよう計画した。 

フレイル状態

の把握 

各地区組織やサロン、保健師の出張なんでも健康相談、新型コロナワ

クチン集団接種会場で機会を捉え、基本チェックリストを用いてフレイ

ル状態を把握する。 

気軽に相談で

きる場作り 

地区集会所や民間事業所など住民が集まりやすい場所を開拓 

百貨店のイベントにおいて、骨密度測定及び健康相談を実施 

薬局訪問を行い、市の事業等を紹介 
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特徴的な取り組み・エピソード等（ポピュレーションアプローチ） 

● 保健師の出張なんでも健康相談 

一体的実施事業の開始前からもともと公民館で（地域のイベント等のタイミン

グにあわせて）年１、２回健康相談や血圧・体脂肪測定を実施していた。 

当初は参加者の世代を限定していた訳ではないが、高齢者の割合が多かったた

め、フレイル予防に取り組む場として適していると考え、少しずつ体操やフレイ

ル予防の啓発・健康教育等も取り入れていき、「健康相談」という看板であるもの

の、通いの場のような形態の取組として各地区で定着していった。 

地区によっては、10人以上の参加者が集まったり、子供が来て、高齢者と子供

の交流の場にもなっているようなところもある。 

 

● 気軽に相談できる場づくり（百貨店での健康相談等） 

フレイル予防には啓発（気づいてもらうこと）が重要と考え、様々な場所で気

軽に相談できる場づくりを進めている。（主な取組は以下の通り） 

① 地区の自治会館や高齢者サロン等での啓発 

② 百貨店での啓発 

普段地域の公民館等に来られない方や、高齢者に限らず、その家族等も含め

て広く啓発できる場として地域の百貨店の催事場の一角で啓発等を実施する

こととし、骨密度測定、健康相談を実施した。 

過去には、同じ百貨店においてフレイルチェックや、握力測定、フレイル

啓発等も実施している。 

③ 薬局と連携した啓発 

薬局に来訪した患者に対して、フレイルの周知等を行うことが効果的な啓

発に繋がると考え、地区担当保健師と地域包括支援センター職員が市内の 100

近い薬局に直接訪問し、米子市のフレイルに関する取組についての説明や必

要に応じて患者へ地域の取組等を啓発してもらうよう依頼した。 
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５．事業推進のための取り組み 
 

 
周知と広報 

フレイル予防のための周知・広報活動として、健康相談の案内やフレイル予

防の体操等を紹介しているチラシを地区の在宅福祉員や民生委員に配布して

もらったり、フレイル啓発やフレイル支援教室の案内をしてもらっている。 

チラシによる広報の効果として、電話の問い合わせがあったり、実際にチラ

シを見て参加したという方が来られるということがあった。また、チラシの中

に楽しんでもらう工夫として掲載しているクイズや間違い探しといった頭の

体操を毎度楽しみにしているという声をもらうこともある。 

図５ チラシの例（よなご保健師ニュース） 

  
 

職員の人材育成 

地区担当保健師の勉強会を月に１度 11 人が集まる定例会議に合わせて実施

している。内部の専門職（健康対策課所属の理学療法士、作業療法士、管理栄

養士）から、担当保健師達に対して、ハイリスクアプローチ・ポピュレーショ

ンアプローチを地域で実施するにあたり必要な専門知識等についてレクチャ

ーしてもらったり、意見交換を実施する。 

また、公民館で骨密度測定の取組を実施することに合わせ、外部講師（理学

療法士）を招いて、住民に啓発する際の知識習得等のための勉強会も実施した。 
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６．一体的実施の取組の成果 
 

 
一体的実施に取り組んだことによる成果 

本事業を実施するうえで感じている効果等（担当者コメント） 

〇 保健師の業務として、これまで母子に関する活動で訪問することはあ

ったが、マンパワーの問題もあり、なかなか地域に入っていくことが難

しく、高齢者宅へ訪問したり、地域活動を支援する機会は少なかった。

本事業を開始したことで地域に出ていき実態を把握するきっかけとな

っている。 

〇 本事業のハイリスクアプローチでの健康状態不明者の取組において、

４年間医療機関や健診を受けてない人を訪問した際、既に亡くなられ

ていたということがあった。これまでの支援等では網にかけられなか

った人達にもアプローチができるようになったと感じる。 

 

 
今後の展開等 

かかりつけ医・歯科医・薬局との顔が見える関係づくりについて 

ハイリスクアプローチ等で個別の支援をする際に、地域のかかりつけ医に

「この方の今後についてどう支援していくか」といった相談ができるようにな

るのが理想だと考えている。 

現在、医師会とのつながりはある程度構築できているものの、個々の開業医

（かかりつけ医）とのつながりはまだ薄いと感じている。 

昨年度は薬局に訪問し、フレイル予防の普及啓発についてお願いさせてもら

ったので、今年度は開業医（診療所）を訪問し、関係づくりをしていきたいと

考えている。 


